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「大本経類」に見 る過去仏思想 と二つの展開

吹 田 隆 道

1「 大本経類」に見る過去仏思想

過 去 七 仏 を初 め て具 体 化 させ た一 般 に 厂大 本 経 類 」 と呼 ばれ る一 連 の文 献(Skt.Mah穽ad穗as皦ra,P稷iMah籬a-
OO

dknasuttanta,諸 漢訳)は 法の永遠性を示すために過去仏を紹介することを本来の中心課題 としていると言われる。 しか

し過去仏による法の永遠化はこの経典以前に既に確立してお り,こ の経典はそれを逆手に取って,永 遠化された法によっ

て更に仏陀の永遠化を押 し進め,最 終的に釈尊の永遠化に到達しようとい うものである。

過去仏の存在を示 して釈尊の教法を永遠化する動きはすでに 「城喩経」あるいは 「城邑経」と総称されるr雑 阿含経』
0

第二八七経およびサンスクリット語のNagaropamas皦ra(Nαgα ㍑3耽 の 等に現れていると言われる。この 「城喩経」

は釈尊が菩提樹下の成道において縁起を悟る物語であ り,そ の悟 りの内容が永遠のものであることを示さんがために 「こ

のように,比 丘たちよ,ま さに私によって過去の道が,過 去の軌道が,過 去の聖仙たちによって行き,従 い行かれた過去
OO

の足跡が見出された」 と言 う。

ここに説かれる過去の聖仙たち(p皞vaka°rsi°)の 語は相応するパーリ文で 「応供正等覚老たち」(samm竏黌ambu一
④ddh

�)と 伝承 され てお り,過 去 の仏 陀 た ち を 示 して い る。 こ の架 空 の 仏 陀 た ち は釈 尊 の 教 法 を永 遠 で普 遍 的 な法 へ と高

め る た め の脇 役 に 過 ぎな い が,し か し,そ れ 以後 の仏 陀 観 に 大 きな 変 革 を もた らす 立 役 者 で もあ る。

Ther稟ath竄ﾉ 伝承 され るサ ラバ ンガ 長 老 の偈 で は

yen'evamaggenagatoVipassiyen'evamaggenaSikhicaVessabh�

Kakusandha・Kon稟amanocaKassapoten'α 勿 α56παagam龝iGotamo//

vitatanh秣n濺瀟灣attabuddh稾hayogadh�
O

yeh'ayamdesitodhammo4肋 〃跏 αゐ肋'θ 雇t稘ihi//

「ヴ ィパ ッシ ーが 行 った 道 に よ って,シ キ ー と ヴ ェサ ブ ー と,そ して カ クサ ソ ダ と コーナ ーガ マ ナ と カ ッサ パ が 行 っ

た 道 に よ って,そ の歪 み の ない 〔道 〕 に よっ て ゴ ー タ マは 行 かれ ま した 」。

インターネット公開許諾のない文章には墨塗り処理を施しています。
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七人の仏陀たちは妄執を離れ,取 著なく,滅 尽に深く入っておられる。

法そのものである彼 らによって,こ の法は示された」。

として,前 の偈で 「城喩経」を受け継ぎ,過 去仏に具体名を与えながら,続 く偈で過去七仏を 「法そのもの」(dhamma-

bhrzta)と 表現 している。 ここに現れる過去七仏は彼らが永遠化したはずの法によって,逆 に永遠化されているのである。

この伝承が 「大本経類」に先行するか,否 かを俄に判断することは出来ないが,少 なくとも過去仏に関する同じ次元の考

え方が 「大本経類」の本来の伝承に大きく係わってくる。

「大本経類」のプロローグでは比丘たちが釈尊に過去の仏陀たちについての知識があることを不思議に思い,な ぜ釈尊

が過去仏を知っているのか,法 の世界(dharmadh穰u)が 具象したからであるのか,あ るいは神々に聞いたのかとい う
⑥

疑問を投げ掛ける。パーリ文,お よび諸漢訳にも内容的に同じ記述が見られ,「 大本経類」 がもともと持っていた伝承の

ようである。 したがって,こ こでは具象された 厂法の世界」dharmadh穰uと 過去仏の存在が同次元で語 られているこ

とになる。(本 小論ではdharmadh穰uの 語を便宜上 「法の世界」と訳にしておく)

続いて 「大本経類」は具象された法の世界として過去六仏および釈尊 自身に共通の具体的な事跡を語 り始める。 この事

跡とは,そ れぞれの仏が現れた劫,そ れぞれの寿命,カ ース ト,種 族名,菩 提樹名,比 丘僧伽1の人数,二 大弟子の名,侍

者の名,息 子の名,父 母と王城の名であ り,釈 尊に関して知 られているおよそ歴史的事実を過去仏のそれぞれに投影した

ものである。言い換>xれ ぽ,歴 史的人物である釈尊の生涯の事跡を架空の過去仏に投影 し,そ の一々の事跡に仏陀が持つ

べき共通性を与え,法 の世界での仏陀のあり方を示 しているのである。 そしてそれは逆に釈尊のもつ主だった現実的事跡

に法の世界としての性質を与えようという動きでもある。 「大本経類」が各段落ごとに 「これはこの場 合,法 た るこ と

(dharmat�)と 繰り返すのは仏陀共有の性質が法の世界(dharmadh穰u)と い う次元 におい て 「法たること=摂 理」

(dharmatd)で あ るという仏陀の法 レベルによる永遠化に他ならない。

このことは上記の第二の答え「神kY`.聞 いたからでもある」という部分でさらに強調される。 そこでは永遠の生命を持つ

神kが 釈尊が具象した世界を承認するかたちで,上 記の過去仏の事跡を繰 り返す とい う方法が取られているが,そ のモテ

ィーフには梵天勧請 と共通の考え方があると見てよい。梵天勧請の伝承の中で最も古いとされるパー リ相応部Sag穰ha一

ηα99α では

yecaatit龝ambuddh�//yecabuddhizan稟atk//

yoc-etarahisambuddho//bahunnamsokan龝ano////

sabbesaddhammagaruno//viharimsuviharantica//
O

athopiviharissanti//es稈uddhdnamdhammat�////

「過去に正しく悟った人k,そ して未来に悟る人々,そ して多くの人の憂いを除 く今正しく悟った人,

正 しい教えを重んじるすべての人kは,過 去に住 し,そ して現在に住 し,ま た未来に住するだろう。 これが諸仏の法

たることである」。

として,こ こでも 「法たること=摂 理」(dharmat�)の 語を用いて過去,現 在,未 来という仏陀のもつ共通性を法のレ

ベルへと導いている。

ところで,こ の法のレベルへと導かれた 「仏陀」のイメージは二つに展開する方向性を含有している。それはこの法身

とも言 うべき 厂仏陀」を釈尊に帰結 していく方向と,複 数の仏陀を創造していく方向である。藤田宏達氏によって研究さ
⑧れ

た一仏観念が未だ定着していない時期とい うのは凡そこのような仏陀観を持っていた頃であろ う。

2釈 尊一仏への帰結

「大本経類」は上記の七仏の事跡に遅れてヴィパ ッシン仏の仏伝を成立させていく。 この仏伝が釈尊伝と同じ内容を伝

承することは周知の事実であり,従 来よりどちらの仏伝が先に成立したかという問題も残されている。 このヴィパ ッシン

仏伝の中では,誕 生に関する部分が他の部分 よりも早く 「大本経類」に伝承されるようになったことは諸本の比較によっ

て明らかであるが,そ の時期に 「仏陀」のイメージは現在仏 としての釈尊に帰結され,釈 尊の仏陀性が人々の心情により

絶対的なものとして捉えられてくる。その展開は 「大本経類」に伝承されるヴィパッシン仏誕生物語 と全 く同じ内容を持
0

つ釈尊の誕生伝説r希 有未曽有法経』(P稷iAcchariyabbhutadhammasutta)に 見 られる。この経典は釈尊伝としては早
⑩

く成立した典籍とされるが,そ のプロローグには阿難が以前に世尊に聞いた説法を今一度繰 り返す とい う前提が述べ られ,

内容 としては 「大本経類」のヴィパ ヅシン仏誕生物語を釈尊に入れ換えて語る。それゆえ,少 なくともこの経典の編纂者

は以前に世尊によって語られた誕生物語,す なわち 「大本経類」の誕生伝説,あ るいはそれに近 しい典籍を知っていたこ

とになる。このことを踏まえて考えると,r希 有未曽有法経』は 「大本経類」が過去仏の一代表として取 り上げて伝承し

た ヴィパッシン仏の誕生伝説,す なわち 厂仏陀」としての誕生伝説を釈尊のものとして集約 していると見ることが出来る。
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さらにこの典籍の伝承において重要なことは 「大本経類」が各段落ごとに伝承した 厂これはこの場合,法 たることであ

る(iyamatradharmat�,P稷i:ayametthadhammat�)」 の句を 「私 は世尊の驚 くべき不思議な法を感知する

(ahambhagavatoacchariyamabbhutadhammamdh穩emi)」 と書き換axて いることにある。この文章に現れる 「驚

くべき」acchariya(Skt.龝carya)お よび 「不思議な」abbhuta(Skt,adbhuta)と い う形容詞に対して 『聖なるもの』

の著者,RudolfOttoは 興味深い見解を紹介 している。氏によるとこの龝carya,adbhutaの 語は ドイツ語のwunderbar⑪

の ように浅薄,且 つ俗になっていないならば,「 ヌミノーゼ」 の正確なサソスクリット語で あろ うと言 う。龝carya,

adbhutaと い うおののき(tremendum)は 日常的経験 としてのものではなく,わ れわれの現実の合理的な領域に属さな

いで心に独特の関心を引き起こす絶対他者 「聖なるもの」の体験を表わす感庸表現としての形容詞である。 この見解は氏⑫

がリグ ・ヴェーダを中心に研究した成果であ り,他 のいくつかの著書により詳しく論及されているが,仏 身論を考える上

でも重要な研究成果として今一度見直すべきものがある。

このOttoの 研究をもとに上記r希 有未曽有法経』に繰 り返されるahambhagavatoacchariyamabbhutadhammam

dh穩emiの 文章を解訳すれぽ,世 尊の属性として驚 くべき,不 思議な法,す なわち絶対他老としての性質があると表明

していることになる。これは 「大本経類」に説かれた法の世界として法たること=摂 理(dharmat�)で あるとい う 厂仏

陀」の性質を,未 だ悟らない者の役 目を果たす阿難を説者とすることによって,我kと 同じ世界観を通 して表現したもの

に他ならない。dharmat竄ﾆacchariya-abbhutadhamma語 は表裏一体のものであ り,同L対 象に対して覚老とそう

でない者が互いの世界観によって言い分ける言葉である。したがって 厂大本経類」において法のレベルへと導かれた 「仏

陀」は 『希有未曽有法経』において同時に我kの 世界 として絶対他者である 「聖なるもの」へ と高められ,現 在仏として

の釈尊に帰結しているのである。

このような思想状況はパールフットの彫刻に見られる。過去仏に関しては現在までにシキン仏をのぞく六仏の菩提樹を

表した リリーフが回収されているが,ま た仏伝図を十五景,ジ ャータカの内容 と判明するものを三十二種現在に伝えてい⑱

る。したがって上記の 厂大本経類」の初期の段階よりはいくらか発展した状況にはあるが,少 なくともその石柱銘文の文

字から紀元前2世 紀から同1世 紀まで遡って考えられている。上野照夫氏によると,こ れらのリリーフは礼拝の対象とし⑭

てではないが宗教的内容を描写することによって礼拝に対する間接の役割を果たすものとされている。 したがって,そ の

時期には過去仏への直接的な信仰はなく,釈 尊一仏へ集約されているとみてよい。 この釈尊への帰結はたとえ過去仏思想

が発展して燃灯仏授記の観念が起こり,過 去の十五仏,あ るいは二十五仏が現れ ようとも失われるものではない。これ ら

の仏陀たちはあくまでも現在仏たる釈尊に授記を与える存在であ り,釈 尊の絶対他者性を高める役割を持つ仏陀たちであ

る。これは先に述べた 「大本経類」の初期の段階が持っていた仏陀観の一つの発展方向といえる。

現在多仏への方向

「大 本経 類 」 が 含 有 す る も う一 つ の仏 陀 観 の 発 展方 向は 法 レベ ル へ と高 め られ た 「仏 陀 」 を そ の 共通 性 か ら複 数 の もの

へ と発 展 させ て い くこ とに あ る。 も と よ り 「大 本経 類 」 は 過 去 七 仏 を 具 体 的 に示 す 経 典 で あ り,基 本 的 に は過 去 へ の 時 間

的 広 が りとい う仏 陀 の複 数 化 を踏 ま え て い るわ け で あ るが,そ こに も し現 在 に お け る 「仏 陀 」 の複 数 化 が 打 ち 出 され れ ぽ,

「法 の 世 界(dharmadh穰u)」 あ るいは 「法 た る こ と(dharmat�)」 の 語 に よっ て既 に表 され て い る この仏 陀 観は,こ

れ らの 語 が持 つ教 義 的 意 味 合 い は ともか くと して,大 乗 の多 仏 観 へ 発 展 す るも の とな り うる。

そ こで 「大 本 経 類 」に伝 承 され る過去 仏 を調 べ てみ る と,仏 陀 が世 に現 れ る時 間 帯 と して現 在 性 を 有 す る賢劫(bhadra・

kalpa)の 概 念 がす で に 現 れ て い る こ とに気 付 く。

imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeKakusandhobhagav秣rahamsamm竏黌ambuddholoke

udap稘i/imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeKon稟amanobhagav秣rahamsamm竏黌ambuddho

lokeudap稘i/imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeKassapobhagav秣rahamsamm竏黌ambuddho

Jokeudap稘i/imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeahametarahiarahamsamm竏黌ambuddhoJoke
⑮

uppanno/

「比丘たちよ,実 にこの賢劫においてカクサンダとい う世尊,応 供正等覚者が世に現れた。比丘たちよ,実 にこの

賢劫においてコーナーガマナとい う世尊,応 供正等覚者が世に現れた。比丘たちよ,実 にこの賢劫においてカッサパ

とい う世尊,応 供正等覚者が世に現れた。比丘たちよ,実 にこの賢劫において現在,応 供正等覚者である私が世に現

れたのである」。

また,こ の部分にあたる中央アジアから回収された梵本では断片的に

(asminneva)bhadrakalpec(at)v(穩ahsamyaksa)mbuddh禹okautpann禀KrakasundahKanakam(u)一⑯
ni(のK龝(ya)p(ah)....
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とあ り,シ ャマ タ デ ー ヴ ァ倶 舎 論 釈 に 引用 され る同経 の伝 承 では

dgesloedagbskalpabzanpo'diLayandagparrdzogspa'isansrgyasbzhi'jigrtendubyun
!⑰

ste/'Khorba'jigdan/gSerthubdan/'OdBrunsdan/daltarS稾yathubpanadaggo//

厂比丘たちよ,こ の賢劫において四人の無上正等覚者が世間に生まれる。 クラカスソダとカナカムニとカーシャパ

と,今 は我,シ ャキャムニ等々がいる」。

とあるから,過 去七仏の中で四仏がすでに賢劫という時間的共通性において一つのグループ化を果たしていたことが理解

できる。これは取 りも直さず釈尊を中心 とした過去への時間の流れの中に,賢 劫,す なわち現在の永遠という別の現在性

を組み込んでいることになる。もしすでに入滅した釈尊を現在仏と考えるならぽ,現 在の永遠の中ですでに入滅した他の

三人の仏陀たちも現在仏として見なしうるのである。このことは律文献が伝}xる 過去仏における法の久住性が物語ってい
d:

る。パーリ律や五分律では明らかに釈尊を除 く賢劫の仏陀に法の久住性を与>xて お り,法 そのものであるこれ らの仏陀は

釈尊 と同時に存在することになる。

LalitavistaraやMah穽astu等 の仏伝文学では釈尊の初転法輪に関して同時に存在する賢劫の仏陀を示 している。

例えばMah穽astuで は初転法輪に際して釈尊が以前の仏陀たちはどのように説法をしたのか,立 ってか,座 ってか,
,x

あるいは横になってかと考えると五つの座(asana)が 現れると伝承されている。そこで釈尊は四番目の座に座るのであ

るが,こ れは弥勒菩薩を含める賢劫の仏陀が同時に現前に存在することを表していると言}xる 。上野照夫氏によると台座

(Skt.龝ana)は 単に豫を立てた り置いたりするための台であるのではなく,む しろ 「尊像の住する場所」 「聖なる意味
⑳を現わす場所

」 「力を発揮する場所」としての 厂座」なのであると言われる。
⑳

この賢劫の仏陀の座に関しては玄奘も 『大唐西域記』に三十数箇所にのぼる多 くの報告をしている。たとえぽガンダー

ラ国での報告では 厂城外の東南方八,九 里に卑鉢羅樹の高さ百余尺のものがある。枝葉は繁茂し,蔭 影はこんもりとして

いる。過去四仏がその下に坐られた所で,今 もなお現に四仏の坐像がある。賢劫のうちに出世される九百九十六仏はみな
②此所

に坐られるはずである。仏の御加護で守られ御利益でひそかに覆われている 〔所である〕」 としてお り,ま たマガダ

国では 「城の西南二百余里のところに伽藍の遺址がある。その傍 らに 堵波がある。神kし い光が時に輝くことがあ り,

不思議な現象が時k起 こることがある。遠近の人々はここに願いごとを祈らないものはない。ここは過去四仏の座所と散
㊧

策された所である」として賢劫の四仏の坐像や座所を示すストゥーパが信仰の対象 となっていることを書き留めている。
⑳法

顕も賢劫の仏陀に対する信仰があったことを報告 してお り,ま た有名なアショカ王碑文ニガーリー ・サーガル小石柱法

勅に 「天愛喜見王は灌頂十四年を過ぎた年に,コ ーナーカマナ仏のス トゥーパを再度(二 倍に)増 築した。そして,灌 頂
⑮〔

二十〕年を過ぎた年に自ら親しくこの地に来たって祭 りをなし,〔 石柱を〕建立させた」 とあるのも賢劫仏に対する信

仰の用例 とみることも可能である。玄奘はこのコーナーカマナ仏のス トゥーパが クラカッチュンダ仏のス トゥーパと共に
㊧立

っていたと言い,ま た賢劫の四仏の座所にアショカ王の建立したス トゥーパが立っている多くの報告をしている。この

賢劫四仏の信仰がどの時代まで遡れるかは俄に決めがたいが,少 なくとも仏塔信仰とい う形で定着していたことは否定で

きない。この宗教形態が先に述べたバールフットの彫刻に現れる過去仏と違い直接的な信仰を示している事実は,賢 劫の

四仏が過去のものとしてではなく,信 仰の対象 として明らかに宗教上の現在性を有していると言える。

では,過 去仏の中で特に賢劫の四仏だけが信仰の対象となっていったのであろうか。 この疑問を解決する用例は文献中

に決して多いとは言えない。したがって現在知 りうる若干の例証によって一つの仮説を考えるのが限界である。
⑳

まずr仏 本行集経』巻第四に興味ある伝承が見られる。ここでは燃灯仏を初めとする過去の十四仏が釈尊に授記を行っ

た状況が順に語 られるが,そ の最後の部分に位置する賢劫の三仏および弥勒菩薩は未だ授記を行っていないとい う。釈尊

が現在,仏 陀としてあるのはそれ以前の仏陀のもとで梵行を修 して授記されたもので,賢 劫の仏陀のもとで梵行を修する

のは未来に無上正等菩提を求めるためであると説く。これは釈尊に授記を与える存在として発展した過去仏の中で,賢 劫

の仏陀が初めて未来の正等菩提のための授記を何人にも与}xる 可能性を残 したことになる。いわゆる宗教的利害関係が成

立するわけである。 この宗教的利害関係は賢劫の仏陀の仏塔信仰として現実化したに違 いない。 知友である平岡聡氏は

Divy炯ad瀟aの 中に仏塔を人格的に見なしてその元で誓願を立てるとい う伝承を四例朏 してい夐.そ の屯 二例は

カーシャパ仏の仏塔とクラカッチュンダ仏の仏塔という賢劫の仏陀のものである。

このように賢劫の仏陀の仏塔が誓願を成就するという信仰は当然多くの菩薩を生み出す原動力となり,仏 陀観の未来へ

の時間的広洶 を進めたに違いな・・.時代をま下力・るカ・パー蚊 献D。 、。励 蠧。,,吻 。雌 。,識 妹 来6。出現 す る+人

の菩薩に関して注目すべき伝承をしている。この典籍は大乗の影響を受けていると言われるが,こ こに説かれる殆どの物

語はすでにニカーヤに見出せるものであ り,個kの 物語の成立はこの典籍以前に成立 している。そこでは仏典に馴染みの

深い仏弟子,王,バ ラモン等が賢劫の仏陀の授記によって未来に仏陀 として生まれていくのである。この文献は賢劫の仏

陀を信仰することによって未来の仏陀 となりうる例証を示したものとして,菩 薩思想に対する賢劫の仏陀の宗教的重要性
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を伝えている。アヴァダーナ文献を詳 しく調査すれぽこのような用例はもっと増えることであろ う。少なくとも賢劫の仏
⑳陀

の概念が未来に向かって発達し,五 百仏,あ るいは千仏 とい う膨大な数の仏陀の出現を想像するに到ったことは文献に

よって明らかである。大乗仏教の成立に大きく起因する仏塔信仰に関連 したこれら賢劫の仏陀の役割を,今 後さらに研究

する必要があろ う。

以上,仮 定も交えた雑駁な論旨でアイデアを示すに過 ぎないものとなったが,中 間報告として御理解戴きたい。いずれ

文献の調査および諸氏の御指導により稿を改めたいと考えている。
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